
【内容項目】Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任　【主題名】よく　ないと　おもったら

ねらいとする道徳的価値について

　物事の善悪について的確に判断し、自らが正
しいと信ずるところに従って主体的に行動する
ことに関する内容項目である。
　低学年のこの時期に、人として行ってよいこ
とと、行ってはいけないことを、正確に区別す
ることは、容易ではない。ただし、複雑な判断
はできなくても、自分や友達の安全を最優先す
ることや、そのために普段から注意されている
ことなどは大切にしなくてはならない。した
がって、どんなに仲のよい友達の誘いであって
も、それがよくないことであるならば、きっぱ
りと従わない判断をする必要がある。行ってよ

いことと、行ってはいけないことの判断を積み
重ねることが、人間的な成長につながっていく。

授業の導入とてびきの分析

授業の導入
して　いいことか、しないほうが　いいことか
を　まよったことは、あるかな。
　善悪の判断を迷った経験を想起させることで、
日常生活と本時の学習を結び付ける投げかけで
ある。つい、好奇心に負けてしまった経験を思
い起こさせるとよい。児童が経験を想起できな
い場合は、「◯◯しようと友達に誘われて、迷っ
たことはないかな。」などと問うことで、授業

ぽんたと　かんた

迷いながらも、よくない誘いを断るぽんたの姿などを通して、よくないことをしな
いためにはどうすればいいのかを考えさせ、よいことを進んで行おうとする判断力
を育てる。

ねらい

への関心を高めてもよい。

よくないことを　しないためには、どうすれば　
よいのでしょう。
　この１時間を通して考えていく学びのテーマ
として、児童に投げかける。この時期の児童に
も、「よくないことは、してはいけない。」とい
う意識はある。しかし、時に間違った判断や行
動をすることもあるのはどうしてか、また、そ
うならないためにはどうすればよいのかを考え
ていくことを意識づけたい。

●ずんずん　歩いていく　かんたを見て、ぽん
たは、どんな気もちに　なったでしょう。
　ぽんたの心の迷いを考えさせる発問である。
考えさせるにあたっては、まず、入ってはいけ
ないと注意されている裏山に行ってみたいと思
う気持ちを、ついもってしまうことに共感させ、
そのうえで、ぽんたの迷いを考えさせる。「裏
山は、危ないから入ってはいけない。」という
気持ちと、「かんたと秘密基地で遊びたい。」と
いう気持ちの葛藤を捉えさせたい。

◉ぽんたは、どうして　「ぼくは、行かないよ。」
と　言ったのでしょう。
　「してはいけないことはしない。」と決断した
ぽんたの気持ちを考えさせる発問である。
　ぽんたは、決断するまでにしばらく迷ったが、
それでも「行かない」と決め、かんたにそれを
告げている。その姿を捉えさせ、思いつきの言
動ではないことを意識させたい。そのうえで、
かんたの誘いに心が揺れたぽんたが、「行かな
い」と言い切る理由を考えさせる。
　児童からは、「裏山は危ないから。」「入って
はいけないと言われているから。」など、教材
に書かれていることがそのまま挙がってくる可
能性がある。その際には、役割演技を取り入れ
た指導も考えられる。教師がかんた役になって、
ぽんた役の児童を「裏山へ行こう。」と誘い、
自由に返答させると、児童の経験に基づいた発
言が出てくるだろう。あるいは、教材にあると

おりに誘いを断るぽんたを演じさせ、どんな気
持ちで演じたか、また、どんな気持ちになった
かを尋ねてもよい。
　また、必要に応じて、裏山には行かないと決
めたぽんたとかんたが、にっこり笑ってうなず
く姿に着目させてもよい。よいと思ったことを
することや、よくないと思ったことをしないこ
との気持ちよさに気づくきっかけにもなるだろ
う。

●自分で考えて　きめたことは、ありますか。
それは、どんなことですか。
　教材を通して考えてきたことをもとに、自分
の経験を問う発問である。ぽんたのように、迷っ
たときに自分でしっかり考えて決めた経験が出
された場合は、どうしてそれができたのか、で
きたときの気分はどうだったかなどをきき、ク
ラス全員で共有する。
　また、自分で考えて決めた経験が出ない場合
も想定し、「これから、していいか、いけない
かを迷ったときには、どうしたいか。」といっ
た補助発問も用意しておく。自分で考えて決め
たという経験が思いつかなくても、これから自
分がどうしたいかを考えることで、ぽんたの行
為の意味を自分なりに自覚できるようにする。

考えよう・話し合おう

出典
『小学校道徳読み物資料集』　文部科学省

（1） （2）

　令和6年度版 小学校道徳「きみが いちばん ひかるとき」のご使用にあたって、令和
2年度版からの掲載学年の変更により、以下の教材が前の学年での既習教材と重複する
ことになります。
　移行措置資料（指導者用資料／児童用差し替え教材）をご用意いたしましたので、誠
に恐れ入りますが、適宜ご活用くださいますようお願い申し上げます。

【２年】「やめなさいよ」移行措置資料（指導者用資料）

 06版 光村図書  移行措置  理由

２年 P.64 〜 P.66
「14　やめなさいよ」

「ぽんたとかんた」に差し替え
る。

02版 光村図書 １年に「やめな
さいよ」が掲載されており、教
材が重複するため。

教授用資料　本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。



学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 指導上の留意点

１ 善悪の判断に迷った経験がないかを振り返る。
○していいことか、しないほうがいいことかを迷っ

たことは、ありますか。
・早く道を渡りたくて、横断歩道ではないところ
で渡ってしまった。
・ゲームをしたくて、お父さんのスマートフォン
を勝手に使ってしまった。

・あらかじめ幾つかの場面を提示して考えさせて
もよい。（フェンスを乗り越える、勝手に入って
はいけない部屋に入るなど。）

・児童から出た例を使って、これらのことを友達
に誘われたらどうかと問うてもよい。

２ 「ぽんたと　かんた」を読んで、話し合う。
①ずんずん歩いていくかんたを見て、ぽんたは、

どんな気持ちになったでしょう。
・僕も行きたいな。秘密基地って、楽しそう。
・行かないほうがいい。けがをしたら大変だ。
・裏山は危ないといわれているから、入ってはい
けない。でも、秘密基地には行ってみたい。
・かんたは友達だから、行かないとは言いにくいな。
・かんたがいっしょなら、行ってもいいかな。で
も……。

・ぽんたが、ずんずん歩いて行くかんたを見てい
る挿絵を提示する。

・かんたの誘いに、善悪の判断で揺れるぽんたの
心の内を捉えさせる。

・してはいけないと知りつつも、ついしたくなっ
てしまうことがあることに共感させたうえで、
話し合うようにする。

中心的な発問
②ぽんたは、どうして「ぼくは、いかないよ。」と　

言ったのでしょう。
・裏山は危ない。入ってはいけないと言われてい
るから。
・裏山に入るのは、いけないことだから。
・秘密基地は楽しそうだけど、裏山は危ないから、
入らないようにと言われている。そういう場所
には、行かないほうがいい。
・裏山で、僕もかんたも、けがをするかもしれない。
・裏山に行ったら、みんなが心配するかもしれない。

・ぽんたが断る挿絵を提示する。
・かんたの誘いに心が揺れたにもかかわらず、「行
かない」と判断したぽんたの思いを考えさせる。

・ぽんたが迷っていたことに触れ、ぽんたの言動
が、その場の思いつきではないことを意識させる。

主体的な学び ぽんたに自我関与して考えられるよ
う、役割演技を行ってもよい。教師がかんた役と
なり、児童を「裏山へ行こう。」と誘って、自由に
返答させる。「行かない。」と答えた児童には、そ
の理由を発表させる。

③自分で考えて決めたことは、ありますか。それは、
どんなことですか。
・近道をしたかったけど、きちんと横断歩道のと
ころまで行って、道を渡った。事故で大けがを
したら大変だから。
・ゲームをしたかったけど、先に宿題を終わらせ
た。お父さんとの約束だし、そのほうが自分も
すっきりするから。
・もし、してよいか、いけないかを迷ったら、後
で自分が気持ちいいと思うほうを選びたい。

・自らの経験を振り返り、自分で判断して行動で
きたことを発表させる。加えて、どうしてそれ
ができたのか、できたときの気分はどうだった
かなどを尋ねる。

対話的な学び 考えがまとまらない児童に対しては、
ペアやグループで考えることを促したり、クラス
全員で体験を共有したりして、自分にも似たよう
な体験がないかを想起させる。
・考えるのが難しい場合は、「これから、してよい
か、いけないかを迷ったときに、どうしたいか。」
を尋ね、ぽんたの行為の意味を自分なりに自覚
できるようにする。

3 本時の学びを振り返る。
○今日の学びを振り返りましょう。

・教科書の巻末「学びのきろく」に、「学びのきろ
くシール」から、当てはまるものを選んで貼る
ように促す。

考えよう・話し合おう  よくないことを　しないためには、どうすれば　よいのでしょう。

授業の展開例

❷では、かんたに誘われたぽんたが、裏山に行っ
てみたい気持ちと、行ってはいけないと思う気持
ちの間で葛藤する様子を、視覚的に捉えられるよ
うに板書する。

❹ ❸ ❷ ❶
❸では、かんたの誘いを断るぽんたの挿絵を大
きく掲示し、吹き出しを用いるなどして、かん
たの誘いをきっぱりと断ったぽんたの気持ちを
想像しやすくする。
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評価の視点

　本時の指導の中心は、よくないことをしないためにはどうすればいいのかを考えさせることであ
る。そのために、「ぽんたは、どうして『ぼくは、いかないよ。』と言ったのでしょう。」と、善悪
の判断を行った際のぽんたの気持ちを中心的な発問として投げかけている。最も重視すべき評価の
視点は、児童がぽんたに自我関与して、「よいことと悪いことの区別をし、よいと思うことを進ん
で行うために大切な思いについて考えているか」ということになる。
　こうした学習状況を把握する主な方法としては、中心的な発問に対する児童の発言やペアやグ
ループによる話し合い状況、役割演技での発言の把握などが挙げられる。

道徳的価値の理解　：�よいことと悪いことの区別をし、よいと思ったことを進んで行うことのよ
さについて、考えている。

自己を見つめる　　：�自分の行いを振り返って、正しいと思う行動ができているか、自己を見つ
めている。

多面的・多角的に　：�正しいことを行う気持ちのよさと難しさの両面から、自分が正しいと思う
ことを行うことのよさについて考えている。

自己の生き方につい：�善悪を主体的に判断し、正しいことを進んで行うために、自分はどうして
いきたいかについて考えている。

道徳科の特質から見た、その他の評価の視点

考える

ての考えを深める

（3） （4）

【２年】「やめなさいよ」移行措置資料（指導者用資料）



【内容項目】Ｂ 親切、思いやり　【主題名】あいてを思いやって

ねらいとする道徳的価値について

　自分のことばかりを考えたり、自分の思いだ
けを主張したりしていては、望ましい人間関係
は築けない。よりよい人間関係を築くためには、
相手に対する思いやりや、相手の立場に立った
親切な言動が不可欠である。相手の立場を考え
たり、相手の気持ちを想像したりすることを通
して、思いやりや親切な行為の価値を実感でき
るようにしていきたい。
　特にこの時期は、身近にいる人に温かい心で
接し、自分にできることを精いっぱいしようと
する気持ちを育てることが大切である。

授業の導入とてびきの分析

授業の導入
こまっている人が　いたら、あなたは、どうす
るかな。
　児童の実生活の中から、困っている人と接し
た場面を想起させ、そのとき、自分はどうする
かを問いかけている。おそらく、「助けてあげる」
「優しくしてあげる」「親切にしてあげる」など
の答えが、容易に出てくるだろう。ここでは「親
切」という言葉がキーワードになるが、「親切」
の意味を捉えにくいときには、教師側から意味
を伝え、「考えよう・話し合おう」の学びのテー
マに向かわせるようにする。

ぐみの木と小鳥

病気のりすに、嵐の中でもぐみの実を届ける小鳥の姿を通して、親切にしたりされ
たりすると、どんな気持ちになるかについて考えさせ、身近にいる人に温かい心で
接し、親切にしようとする心情を育てる。

ねらい

　ここで、「困っている人」の状況例を挙げる
場合、安易に「道に迷っている人がいたらどう
するか」などとすることは、子供が事件に巻き
込まれるケースにつながる恐れがあるので、避
けるようにする。

親切にしたり、されたりすると、どんな気もち
に　なるでしょう。
　親切にしたり、されたりしたら、どんな気持
ちになるのか、親切な行為をした側、親切な行
為を受けた側の両面から考えるめあてとなって
いる。親切にしたり、親切にされたりすると、
どんな気持ちになるかを考えさせ、自分の身近
にいる人に温かい心で接し、親切にしようとす
る心情を育てたい。

◉やみそうもない　あらしの中で、小鳥は、ど
んなことを　じっと　考えていたでしょう。
　この発問をする前に、小鳥がぐみの実を運ぶ
ことになった経緯を、挿絵を提示しながら、児
童全員と確認しておく。ぐみの木がりすを心配
していたこと、小鳥が様子を見に行くとりすが
病気で寝ていたこと、持っていったぐみの実を
食べると「おかげで、だいぶ　よくなりました。」
と言ってくれたことなどを押さえ、こうした状
況の中、小鳥はどんなことを思っていたのかを
考えさせていく。
　りすのことを考え「行きたい」という気持ち
と、嵐だから「行けない」という二つの気持ち
で揺れている小鳥の心情を想像させる。
　一つは、りすのことを考えて、「りすさんは
きっと待っているだろうな」「りすさんが心配
だ」「ぐみの実を食べたらもっと元気になるか
もしれない」という「行きたい」という思い。
　もう一つは、「嵐の中を飛んでいったら、危
ないかもしれない」「りすさんは少し元気になっ
ていたから、無理しなくてもいいかもしれない
な」「ぐみの木さんも『嵐がやんでからにして
ください。』と言っていたから、行かないほう
がいい」などという「行けない」という思い。
　こうした相反する思いが葛藤する中、それで

も最後は「力をふりしぼってとびつづけた」小
鳥の、りすに対する強い思いに気づかせたい。
　また、「小鳥さん、ありがとう。」とりすに言
われたときの小鳥の気持ちを想像することで、
親切にしたときの気持ちを考えることにつなげ
たい。

●友だちや、まわりの人に　親切にしたとき、
どんな気もちに　なりましたか。
　小鳥と同じように親切にしたときのことを思
い出し、そのとき、どんな気持ちになったのか
を振り返らせ、親切にすることのよさに気づか
せる発問である。教材からの学びを、自分自身
の生活と結び付けて考えさせたい。親切にした
経験と併せて、そのときの気持ちを話し合わせ
る。友達の経験を聞き合うことで、多様な気持
ちのありように気づかせたい。

●この後、りすが、小鳥に手紙を書きました。
あなたも、りすになったつもりで　書きま
しょう。
　りすの立場になって、小鳥の思いやりの気持
ちに気づかせるとともに、親切にされるとどん
な気持ちになるのかを考えさせる活動である。
この活動を通し、親切にされるとうれしい気持
ちになることなどに気づかせたい。
　活動の前には、嵐の中に飛び立ち、地面にた
たきつけられそうになりながらも、力を振り
絞ってりすの元に来てくれた小鳥の様子を振り
返らせるようにする。
　手紙を書いた後、グループで読み合う交流の
時間を取ることで、親切にされるとどんな気持
ちになるのか、考えを深められるようにしたい。

●一年生の子が　ないているのを　見たら、あ
なたは、どんなことが　できるかな。
　本時で学んだことを、実際の生活の中で生か
していくことを促す投げかけである。クラスで
話し合って考えていけるとよい。

考えよう・話し合おう

つなげよう

出典
『小学校 道徳の指導資料とその利用５』（文部科学省）

（1） （2）

　令和6年度版 小学校道徳「きみが いちばん ひかるとき」のご使用にあたって、令和
2年度版からの掲載学年の変更により、以下の教材が前の学年での既習教材と重複する
ことになります。
　移行措置資料（指導者用資料／児童用差し替え教材）をご用意いたしましたので、誠
に恐れ入りますが、適宜ご活用くださいますようお願い申し上げます。

【２年】「くりの み」移行措置資料（指導者用資料）

 06版 光村図書  移行措置  理由

２年 P.102 〜 P.105
「23　くりの み」

「ぐみの木と小鳥」に差し替え
る。

02版 光村図書 １年に「くり
の み」が掲載されており、教
材が重複するため。

教授用資料　本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。



学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 指導上の留意点
１ 困っている人がいたらどうするか、発表し合う。

○困っている人がいたら、どうしますか。
・助けてあげる。
・声をかけてあげるよ。
・親切にする。

・自分の経験と結び付け、この後に提示するめあて
を、自分のこととして捉えられるようにする。

・「親切」という言葉の意味を教師側から伝え、め
あてに向かわせてもよい。

２ 「ぐみの木と小鳥」を読んで、話し合う。
中心的な発問

①やみそうもない嵐の中で、小鳥は、どんなことを、
じっと考えていたのでしょう。

〈行きたい〉
・りすさんは、ぐみの実を食べて元気になっていた

から、もっと持っていってあげたいなあ。
・「また明日ね。」と約束したから、りすさんは、ずっ

と待っているかもしれない。
・嵐だから、りすさんはきっと一人で心細いだろう。

病気も心配だし、どうしよう。
〈行けない〉
・こんな嵐では、飛び続けることができないかもし

れない。行かないほうがいいかな。
・ぐみの木さんも、行かないほうがいいと言ってい

たな。

・中心的な発問の前に、小鳥がぐみの実を運ぶこと
になった経緯を整理しておく。特に、りすがぐみ
の実を食べたとき、力が出てきたことを押さえて
おく。

・りすのことを考え、「行きたい」という思いと、
嵐だから「行けない」という気持ちで悩んでいる、
小鳥の心情を捉えさせる。

主体的な学び このような状況のとき、自分だった
らどうするのかと想像させながら、小鳥の気持ちを
考えさせる。補助発問として、小鳥が嵐の中、りす
のところに行ったのはどうしてかを考えさせてもよ
い。

②友達や周りの人に親切にしたとき、どんな気持ち
になりましたか。

・友達が喜んでくれて、すごくうれしかった。
・「ありがとう。」と言われて、いい気持ちだった。
・また次もやってあげようと思った。
・友達の喜ぶ姿を見て、自分もうれしくなった。

・りすに「ありがとう。」と言われたときの小鳥の
気持ちを押さえておく。

・普段の生活を思い出させ、どんな親切をしたとき、
どんな気持ちになったのかを振り返らせる。

・友達の発表を聞き合い、親切にすることのよさに
気づかせる。

③この後、りすが、小鳥に手紙を書きました。あな
たも、りすになったつもりで、手紙を書いてみま
しょう。

・こんな嵐なのに、ぐみの実を届けてくれて、本当
に心強かったよ。ありがとう。

・小鳥さんのおかげで、元気になったよ。うれしく
て、涙が出たよ。

・寂しくて、病気でつらかったから、来てくれて本
当にうれしかった。こんなにおいしいぐみの実を
食べたことはなかったよ。

・りすの立場になって小鳥の思いやりの気持ちに気
づかせるとともに、親切にされるとどんな気持ち
になるかを考えさせる。

・小鳥への感謝の気持ちや、小鳥が来てくれてどう
思ったのかなどを書かせる。

対話的な学び グループで、お互いに手紙を見せ合
う交流の時間を取り、親切にされると相手がどんな
気持ちになるのかを共有しながら、考えを深め、広
げるようにする。
・「つなげよう」は、適宜活用する（本資料(2)ペー

ジ参照）。
3 本時の学びを振り返る。

○今日の学びを振り返りましょう。
・教科書の巻末「まなびの きろく」に、「まなびの 

きろく シール」から、当てはまるものを選んで
貼るように促す。

考えよう・話し合おう  親切にしたり、されたりすると、どんな気もちに　なるでしょう。

授業の展開例 板書計画

評価の視点

　本時の指導では、親切にしたりされたりすると、どんな気持ちになるかについて考えさせる。そ
のために、まずは、りすにぐみの実を届ける小鳥に自我関与させ、やみそうもない嵐の中で、小鳥
がどんなことをじっと考えていたかを問い、最後には、りすの立場から小鳥の思いやりについて考
えさせている。最も重視すべき評価の視点は、「身近にいる人に温かい心で接し、親切にしようと
することについて考えているか」ということになる。
　こうした学習状況を把握する主な方法としては、中心的な発問に対する児童の発言、発言に対す
る問い返しへの応答、ワークシートなどの記述、グループによる話し合いの状況の把握が挙げられ
る。

道徳的価値の理解　：�身近にいる人に思いやりの心をもって接することについて考えている。
自己を見つめる　　：�周りの人が困っていたらどうするかと、自分を見つめている。
多面的・多角的に　：親切にする側、親切にされる側の両方の立場から、相手を思いやり、親切
　　　　　　　　　　　にすることについて考えている。
自己の生き方につい：�周りの人に温かい心で接するために、どんな気持ちを大切にしていこうか

と考えている。

道徳科の特質から見た、その他の評価の視点

考える

ての考えを深める

（3） （4）
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❶では、挿絵を示しながら中心的な
発問までの状況を整理する。

❸ ❷ ❶
❷では、「行きたい」「行けない」という部分を分けて
板書をすることで、小鳥が迷う心情を捉えやすくする。
❸では、今までの自分の経験をクラスで共有すること
で、めあてに対するまとめとしていきたい。

挿絵
（小鳥と木が話し

ている場面）
P.１右下

挿絵
（りすがぐみの実を

食べている場面）
P.１左上
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挿絵
（小鳥が考えている

場面）
P.２右下

【２年】「くりの み」移行措置資料（指導者用資料）



【内容項目】Ｃ 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度　【主題名】郷土を大切に

ねらいとする道徳的価値について

　「郷土」は、自分の生まれ育った土地や地理
的環境を指すだけでなく、その場所で過ごし、
友人や家族、地域の人たちと共にさまざまな経
験をしてつながりを深めていくなかで、「ふる
さと」と表現されるような精神的意味合いを含
んだものとなる。
　この「ふるさと」としての郷土は、人生を送
るうえで、心のよりどころとなり、支えともな
るものである。郷土を愛する心を育むことが、
育った地域をより発展させていきたいという態
度にもつながっていく。
　また、郷土には、長い歴史を通じて培われて

きた伝統や文化が存在する。貴重な文化資産を
保護していくためにも、郷土を愛する心を養い、
受け継がれてきた伝統や文化に関心をもち、次
の世代へ伝えていこうとする態度を育てていく
ことが大切である。

授業の導入とてびきの分析

授業の導入
君が住んでいる地域のじまんは、何かな。
　住んでいる地域の自慢できることを挙げさせ
ることで、児童一人一人に、住んでいる地域の
よさを自覚させる。事前に、教師が地域の名所
や特産物などの写真を用意しておくことも、児

ようこそ、菅島へ！

訪れる人に、島のよさを伝えようとがんばる順平の姿などを通して、国や郷土を大
切にする心について考えさせ、先人の努力を知り、国や郷土の自然や文化を大切に
し、発展させていこうとする心情を育てる。

ねらい

童の興味を喚起するのに効果的である。

郷土を大切にする心について、考えよう。
　１時間を通して考える学びのテーマである。
郷土のよさや、郷土と自分との関わり等を思い
浮かべながら、郷土の伝統や文化を大切にする
心について考えさせたい。

●順平は、どんなことを考えながらガイドをし
ているのでしょう。
　自分の郷土を大切に思う、順平の気持ちを考
えさせるための発問である。
　ガイドの本番、菅島灯台の歴史を紹介すると、
観光客からは驚きの声が上がり、順平は誇らし
い気持ちになった。順平もまた、菅島灯台に古
い歴史があると知ったときは、観光客と同じよ
うに驚き、見慣れた灯台が違って見えてきたこ
とを思い出す。その後、ガイドの準備をすると
きに見つけた島でいちばんお気に入りの景色を、
観光客に見てほしいと思って紹介する。
　順平はなぜ誇らしい気持ちになったのか、ど
うして灯台が違って見えてきたのか、お気に入
りの景色を観光客に見てほしいと思ったのは、
どんな気持ちからか、といった投げかけをもと
に、順平の郷土への愛着と、郷土のよさを広め
ていきたいという気持ちを押さえる。

◉順平は、どうして島の伝えたいことが後から
後からあふれてきたのでしょう。
　島について調べ、観光客に紹介したことが観
光客に好意的に受け止められた順平は、島の伝
えたいことが後から後からあふれてきて、次は
どんなことを紹介しようかと考えるようになっ
た。活動を通して、順平の心の中に、郷土に対
してどのような思いが生まれたのかを、考えさ
せる。
　また、順平が伝えたいこととして挙げた例は、
「お年寄りから子どもまで、みんなが生き生き
していること、海産物がおいしいこと」など、
地域社会の在り方や産業にも広がっている。こ
れらは、児童が自分の郷土のよさを振り返る際

のヒントにもなる。

●自分の生まれた所や住んでいる地域のよさや
みりょくは、どんなところだと思いますか。
　本時の学習を自分自身に引きつけて考える問
いである。
　一人一人が地域のよさや魅力を考えることを
通して、郷土の伝統や文化を大切にし、それを
発展させようという実感をもたせたい。導入で
想起した地域の自慢を振り返らせたり、郷土の
伝統や文化等の写真を提示したりするのも効果
的だろう。

日本をおとずれた外国の人に、自分の住んでい
る地域や日本のよさ、伝統や文化をしょうかい
するなら、どんなところをしょうかいしたい？
　教材を通して考えたことをもとに、郷土から
日本へと範囲を広げ、そのよさを考えさせるた
めの発問である。

他の教育活動や
現代的な課題等との関わり

・総合的な学習の時間
・特別活動（児童会活動）
・伝統文化教育

考えよう・話し合おう

つなげよう

出典
教科書のための書きおろし

（1） （2）

　令和6年度版 小学校道徳「きみが いちばん ひかるとき」のご使用にあたって、令和
2年度版からの掲載学年の変更により、以下の教材が前の学年での既習教材と重複する
ことになります。
　移行措置資料（指導者用資料／児童用差し替え教材）をご用意いたしましたので、誠
に恐れ入りますが、適宜ご活用くださいますようお願い申し上げます。

【６年】「曲げわっぱから伝わるもの」移行措置資料（指導者用資料）

 06版 光村図書  移行措置  理由

６年 P.174 〜 P.178
「30　曲げわっぱから
　　　　　　　伝わるもの」

「ようこそ、菅島へ！」に差し
替える。

02版 光村図書 ５年に「曲げ
わっぱから伝わるもの」が掲載
されており、教材が重複するた
め。

教授用資料　本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。



学習活動（主な発問と予想される児童の反応） 指導上の留意点

１ 自分たちが住んでいる地域の自慢を発表する。
◯この地域の自慢は、何ですか。
・200年以上も前から続くお祭りがあり、県外か
らも観光客が来る。
・古い町並みが有名。

・事前に、教師が地域の名所や特産物などの写真
を用意しておくことも、児童の興味を喚起する
のに効果的である。

２ 「ようこそ、菅島へ！」を読んで、話し合う。
①順平は、どんなことを考えながらガイドをして

いるのでしょう。
・自分が好きな場所にみんなを連れていって、喜
ばせたい。
・この島のことを知ってほしいし、好きになって
ほしい。
・自分が気づいた菅島のよさや魅力を、たくさん
の人に広めたい。

・灯台の歴史を知って驚いたことを通して、順平
の中に、郷土への愛着や、そのよさを広めたい
という気持ちが芽生えてきたことを確認する。

・ガイドツアーの活動で、観光客が灯台の歴史に
驚いてくれたことへのうれしい気持ちも踏まえ
て考えさせる。

中心的な発問
②順平は、どうして島の伝えたいことが後から後

からあふれてきたのでしょう。
・観光客に、島のよさをもっと知ってもらいたい
と思ったから。
・島のことをたくさん伝えれば、観光客がもっと
喜んでくれると思ったから。
・島のことをもっと知りたいという観光客の思い
に応えたいと思ったから。
・島のことを調べる中で、順平自身が、たくさん
の島のよさに気づいたから。
・観光客の反応を通して、島のよさを客観的に知
ることができたから。
・自分の郷土のすばらしさに気づき、そのよさを
もっと広く伝えたいと思ったから。

・島のよさをもっと伝えたいという思いがあふれ
てきたのは、観光客に喜ばれたからだけではな
く、順平自身の郷土に対する思いが、ガイド活
動を通してさらに強くなった結果でもある。順
平はなぜ誇らしい気持ちになったのか、どうし
て灯台が違って見えてきたのか、お気に入りの
景色を観光客に見てほしいと思ったのは、どん
な気持ちからか、といった投げかけをもとに考
えさせる。

対話的な学び それぞれが考えを書き出したら、４
人程度のグループで、順番に発表させる。その後、
グループでの話し合いの結果をクラス全体で共有
し、純粋な島への思いや、観光客の反応を通して
気づいたことなど、多様な見方に気づかせる。

③自分の生まれた所や住んでいる地域のよさや魅
力は、どんなところだと思いますか。
・毎年開催される夏の花火大会。お盆で帰ってく
る人たちの他に、遠くから大勢の観光客が訪れ
る。花火大会の準備や、終わった後の掃除も地
域の人が協力して行っているのも、この町のい
いところだなと感じる。

主体的な学び 導入で考えた「地域の自慢」を振り
返りながら、本時の学習を児童自身に引きつけて
考えさせる。
・よさや魅力がなかなか思いつかない児童のため
に、「自然」「文化」「食べ物」など、ヒントとな
るようなキーワードを示すとよい。

３ 「つなげよう」を読む。
○日本を訪れた外国の人に、自分の住んでいる地

域や日本のよさ、伝統や文化を紹介するとした
ら、どんなところを紹介したいですか。

・「つなげよう」については、本資料(２)ページを
参照。

本時の学びを振り返る。
○今日の学びを振り返りましょう。

・教科書の巻末「学びの記録」の一言感想の欄に、
考えたことを書くように促す。

考えよう・話し合おう  郷土を大切にする心について、考えよう。

授業の展開例

❸では、伝えたいことがあふれてきた理由につい
て、順平自身の菅島に対する思いの強さや、観光
客に対する思いなどの複数の見方で捉えられるよ
う板書する。

❸ ❷ ❶
❹では、よさや魅力がなかなか思いつ
かない児童のために、「自然」「文化」「食
べ物」など、ヒントとなるような言葉
を板書することも考えられる。

板書計画

評価の視点

　本時の指導では、「郷土を大切にする心」を考えさせることが中心となる。そこで、順平に自我
関与させ、順平は、どうして島の伝えたいことが後から後からあふれてきたのかを中心的な発問で
問うている。よって、最も重視すべき評価の視点は、「先人の努力を知り、郷土の自然や文化を大
切にし、発展させていこうとすることについて考えているか。」ということになる。
　こうした学習の状況を把握する主な方法としては、中心的な発問に対する児童の発言、発言に対
する問い返しへの応答、ワークシートなどの記述、グループによる話し合いの状況の把握が挙げら
れる。

道徳的価値の理解　：�郷土には、長い歴史の中で培われてきた伝統と文化があり、そのよさを受
け継いでいくことの大切さについて考えている。

自己を見つめる　　：�生まれ育ってきた郷土とその伝統や文化について、自分はどんな考えをもっ
ているか、自分を見つめている。

多面的・多角的に　：�友達の考えを聞き、自分の地域にあるさまざまなよさや魅力について考え
ている。

自己の生き方につい：�自分自身が郷土とその伝統や文化の担い手であることを意識したうえで、
自分にもできることはないかと考えている。

道徳科の特質から見た、その他の評価の視点

考える

ての考えを深める

郷
土
を
大
切
に
す
る
心
に
つ
い
て
、
考
え
よ
う

よ
う
こ
そ
、
菅
島
へ
！

◯�

自
分
の
生
ま
れ
た
所
や
住
ん
で
い
る	

�

地
域
の
よ
さ
や
み
り
ょ
く

・
自
然　
　
　
　
・
文
化　
　
　
　
・
伝
統

・
食
べ
物　
　
　
・
ス
ポ
ー
ツ　
　
・
場
所

◯�
順
平
は
、
ど
ん
な
思
い
で
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
か
。

・
自
分
が
好
き
な
場
所
に	

み
ん
な
を
連
れ
て
い
き
た
い
。

・�

島
を
お
と
ず
れ
た
人
に
、	

島
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

・
自
分
が
気
づ
い
た
菅
島
の	

よ
さ
や
み
り
ょ
く
を
、	

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

写真
P.1右下

観光客を出迎える
児童

❹

◉
伝
え
た
い
こ
と
が
、
あ
ふ
れ
て
き
た
理
由

　
自
分
で
調
べ
て　
　
観
光
客
の
反
応
か
ら

　
　
　
　
↓　
　
　
　
　
　
↓

・
た
く
さ
ん
の
島
の
よ
さ
に
気
づ
い
た
。

・
菅
島
の
よ
さ
を
、
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。

・
も
っ
と
喜
ん
で
ほ
し
い
。

・
思
い
に
応
え
た
い
。

菅
島
の
す
ば
ら
し
さ
、
よ
さ
を

も
っ
と
広
く
伝
え
た
い
。

〈順平自身〉〈観光客へ〉

（3） （4）

【６年】「曲げわっぱから伝わるもの」移行措置資料（指導者用資料）


